
先週の説教から 

「悲しむ者の慰め」 

   マタイによる福音書 ５章４節  

2011年3月、東京電力福島第一原子力発電所核事故が起

き、原発がある大熊町は会津若松市へ全町避難し、その

中に1才になったばかりの娘と避難したAさんがいまし

た。2020年夏、Aさんは相談があると会津放射能情報セ

ンターを来館。避難後、大熊町は会津若松市内に分校を

作り教育してきたが、2022年の帰町に向けて大熊町義務

教育学校「学び舎ゆめの森」を5億円で建設。しかし彼

女は高い空間放射線量の環境に帰れないと、町と教育委

員会に対して、分校の継続を求める交渉のやり方を知り

たいとのことでした。 

 事故前、大熊町の小中学生は1,129人、しかし2022年

10月時点で分校の在校生は僅か8人。帰町を決めた4家族

程度と会津若松市に残りたいAさん含め2家族は、それ以

前は強制避難区域の住民としてお互いを支え合ってきた

のですが、町の帰還方針に異を唱えた途端、Aさんらは

町からもママ友からも排除されるようになりました。 

 ある集会で彼女はこう訴えました。「私だって大熊町

に帰りたい。でも町長たちやママ友に説得されても放射

能のある町に帰るわけにはいかない。町に帰るママも帰

らないママも願いはひとつ！子どもに無用な被ばくをさ

せてはいけない！汚染水を海に流すな！」。彼女の切実

な願いを聞き、突然長らく理解できなかった聖書の言葉

「悲しむ人々は幸い。その人たちは慰められる」の意味

が示されました。それは、人は自分の悲しみが認めら

れ、充分悲しむ中で慰められていくのだということ。し

かし彼女の悲しみは認められない、それどころか「福島

は復興している！放射能は怖くない！原発はもっと必要

だ！いつまで避難しているのだ？」との声は、彼女から

悲しむことを奪っていたのです。 

 「悲しむ人にも慰めが来る」と聖書は希望を語りま

す。悲しみの人々の共に生きた主イエスのように、神は

私たちにもその希望を実現する生き方を期待しておられ

ると信じています。 

                  （片岡輝美姉） 
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   週  報 

＜年間聖句＞ 

「あなたがたが出かけて行って実を結び、 

               その実が残るように」  

       (ヨハネによる福音書１５章16節) 

＜年主題＞ 

実を結ぶ 

 

 

  

  

 前  奏     

 頌  栄      二 九 （ 天 の み 民 も ）  

 主 の 祈 り               一  同  

 聖  書      ヨ ハ ネ に よ る 福 音 書  一 二 章  

        二 〇 ～ 三 六 節 （ 新 約 一 九 二 頁 ）  

 讃 美 歌    三 〇 〇 （ 十 字 架 の も と に ）  

 祈  祷     

 説  教   「 一 粒 の 麦 」    

 祈  祷               村 山 盛 芳 牧 師           

 今 週 の 誕 生 者 の た め の 祈 祷  

 讃 美 歌    五 七 五 （ 球 根 の 中 に は ｂ ）  

 献  金      感 謝 祈 祷          当 番 役 員  

 頌  栄      二 七 （ 父 ・ 子 ・ 聖 霊 の ）  

 祝  祷                                                                    

 後  奏    

 

      …   報  告   …       

 献 金 感 謝 の 祈 り は 当 番 が さ さ げ ま す 。  

 

    

   礼 拝 の 動 画 配 信 用QR コ ー ド で す 。  

   宜 し け れ ば ご 利 用 く だ さ い 。      

        

  復 活 前 第 二 主 日 拝  

  受 難 節 ・ 四 旬 節 第 五 主 日  

 司 会  村 田 安 三 兄  

 奏 楽  祖 父 江 厚 子 姉  

二 〇 二 四 ・ 三 ・ 一 七     午 前 一 〇 時 四 五 分  

             № 二 八 一 一  


